
―――市議会だより
４

六月の定例会の一般質問は、六月十九日、二十日

に行われ、岡本議員、川畑議員、拘子議員、岡尾

議員、中野議員、山口議員、石野議員の七名が、

市政各般にわたり、買間を行いました。

(賞間と答弁の主な要旨は次のとおり)

近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線
に
つ

い
て
、
県
に
用
地
買
収
に
対

す
る
窓
日
が
で
き
、
い
よ
い
よ
具
体

的
に
進
展
し
て
い
く
が
、
本
市
に
お

い
て
も
用
地
に
関
す
る
対
応
、
対
策

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
早
期
供
用
へ
の
大
き
な
ハ
ー

ド
ル
が
設
計
協
議
で
あ
り
、
岡
津
暫

定
イ
ン
タ
ー
を
開
発
イ
ン
タ
ー
と
し

て
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
具
体
的
な

計
画
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
。

Ａ
Ａ
一
萌
斡
曲
洵
聴
頼
網
毅
郷
い
わ

し
て
残
す
た
め
に
は
、
周
辺
地
域
に

開
発
行
為
が
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
小
浜
ベ
イ
エ
リ
ア

複
含
開
発
構
想
を
取
り
ま
と
め
、
開

発
イ
ン
タ
ー
と
し
て
残
せ
る
よ
う
、

現
在
県
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
庁
内
対
策
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
用
地
事
務
所
と
協
力
関
係
の

中
で
職
員
の
派
遣
要
請
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
市
と
し
て

も
早
期
着
工
を
図
る
た
め
、
全
面
的

に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

学
童
保
育
に
つ
い
て
、
福
井

県
は
共
働
き
日
本
一
で
、
祖

父
母
と
同
居
し
て
い
る
家
庭
で
は
間

題
な
い
が
、
そ
う
で
な
い
家
庭
で
は
、

小
学
校
低
学
年
の
子
供
の
下
校
後
の

生
活
に
つ
い
て
世
話
を
し
て
く
れ
る
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平
成
６
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
予
算
繰
越
明
許
費

の
報
告
に
つ
い
て

平
成
６
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費

の
報

告

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

平
成
６
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許

費

の
報
告

に
つ
い
て

平
成
６
年
度
小
浜
市
西
津
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

予
算
繰
越
明
許
費

の
報
告

に
つ
い
て

平
成
６
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
の
報
告

に
つ

い
て
小
浜
市
総
含
卸
売
市
場
株
式
会
社
経
営
状
況
の
報
告

に
つ
い
て

財
団
法
人
小
浜
市
公
共
施
設
管
理
公
社
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

小
浜
市
土
地
開
発
公
社
経
営
状
況
の
報
告

に
つ
い
て

株
式
会
社
ケ
ー
プ
ル
テ
レ
ビ
若
狭
小
浜
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

平
成
７
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
７
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

小
浜
市
営
住
宅
管
理
条
例

の

一
部
改
正
に
つ
い
て

辺
地
の
絡
含
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約

の
締
結

に
つ
い
て

小
浜
市
農
業
委
員
会
委
員

の
推
薦

に
つ
い
て

小
浜
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙

人
権
擁
護
委
員

の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

寒
冷
地
手
当

「
見
直
し
」
に
関
す
る
人
事
院

へ
の
意
見
書

に
つ
い
て

の
陳
情

福
井
県
下
清
掃
業
者
に
許
可
さ
れ
て
い
る
し
尿
汲
取
料
金
の
値
上
げ

改
正
に
つ
い
て

「
第
６
次
海
岸
事
業
五
箇
年
計
画
」
の
策
定
お
よ
び
推
進
に
関
す
る

活
動
に
つ
い
て

坂
本
弁
護
士
等
失
陳
事
件

の
授
査

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情

学
習
指
導
要
領

の
抜
本
的
見
直
し
を
求
め
る
陳
情
書

平
成
７
年
度
水
田
営
農
政
策

・
価
格
対
策

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て
の
陳
情
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等
に
つ
い
て
ご
承
認
を
い
た
だ
さ

次
第
報
告
し
た
い
。

（
ｕ
ヽ
口
倒
引
ウ
韓
膨
膨
引
初
蹴

域
住
民
の
皆
様
の
問
題
提
起
に
対

し
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。ま

た
、
現
在
の
清
掃
セ
ン
タ
ー

の
寿
命
か
ら
平
成
何
年
を
限
度
と

し
て
使
用
を
設
定
し
て
い
る
の
か
。

そ
れ
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て

延
命
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

お
尋
ね
し
ま
す
。

Ａ
〔

姫
湖
雌
的
嘘
抑
度
納
脚

接
区
と
の
話
含
い
も
極
め
て
前
向

き
に
な

っ
て
い
ま
す
。

従

っ
て
、
遅
れ
て
い
る
建
設
用

地
の
用
地
買
収
に
入
ら
せ
て
い
た

だ
さ
、
来
年
度
か
ら
敷
地
造
成
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

順
調
に
い
く
と
、
施
設
の
建
設

は
平
成
九
年
度
か
ら
行
い
、
竣
工

は
平
成
十

一
年
度
の
予
定
で
あ
る
。

現
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、
稼
働
以

来
十
八
年
経
過
し
、
年
々
施
設
の

維
持
修
結
経
費
は
増
加
し
て
い

２つ
。今

後
三
年
余
り
の
期
間
は
、
常

日
頃
か
ら
職
員
に
よ
る
細
部
に
亘

る
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
施
設
の
保
全
に
努
め
て
い
き

た

い
。

平
成
八
年
度
予
算
編
成
に

あ
た

っ
て
、
具
体
的
な
事

業
の
中
か
ら

（仮
称
）
若
狭
伝
統

的
工
芸
館
に
つ
い
て
、
事
業
の
目

的
、
設
置
場
所
、
予
算
規
模
と
予

算
上
の
措
置
、
さ
ら
に
設
置
後
の

運
営
方
法
に
つ
い
て
の
考
え
を
問

つヽ
。

塗
箸
産
業
は
、
当
市
基
幹

産
業
の

一
翼
を
担
う
ま
で

に
成
長
し
て
き
た
が
、
近
年
の
経

済
環
境
の
変
化
の
中
で
厳
し
い
実

状
に
な

つ
て
き
た
。

そ
の
た
め
長
期
的
な
企
業
経
営

戦
略
を
踏
ま
え
た
産
地
全
体
の
ビ

ジ

ヨ
ン
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
、

「
害
の
ま
ぢ
若
狭
小
浜
」
宣
言
の

拠
点
と
し
て
、
情
報
、
交
流
、
物

販
機
能
を
備
え
た
施
設
建
設
を
支

援
し
て
い
く
。

通
産
省
地
域
産
業
創
造
基
盤
整

備
事
業
で
実
施
し
、
場
所
は
福
谷

の
市
有
地
を
利
用
す
る
。

事
業
費
は
、
調
査
設
計
を
含
め

一
億
五
千
万
円
程
度
で
平
成
九
年

度
完
成
予
定
で
あ
る
。

運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、
第
二

セ
ク
タ
ー
若
し
く
は
公
益
法
人
が

事
業
主
体
と
な
り
、
箸
の
み
な
ら

ず
若
狭
窒
、
若
狭
め
の
う
等
の
物

販
展
示
も
考
え
て
い
る
。

景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え

ず
、
社
会
全
体
に
ひ
ず
み

が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、

雇
用
問
題
が
最
大
の
課
題
と
な

つ

て
い
る
。

市
内
の
中

・
高
校
生
の
就
職
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
周
辺
企
業
の
求
人
動

向
に
つ
い
て
も
お
伺
い
す
る
。

求
人
倍
率
及
び
失
業
率
は
厳
し

い
状
況
で
あ
り
、
行
政
と
し
て
の

指
導
が
必
要
と
考
え
る
が
具
体
的

な
方
策
は
。

Ａ

鞘

禁

饉

繋

【

る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
雇
用
情

勢
を
見
る
と
、
雇
用
調
整
を
す
る

事
業
所
の
割
合
が
依
然
と
し
て
高

く
、
産
業
間
で
大
き
く
異
な

っ
て

い
る
。

本
市
の
管
内
求
人
状
況
は
、
平

成
七
年
二
月
末
で
新
規
中

・
高
校

卒
業
者
の
就
職
率
は
、
四
十
四

・

四
％
と
報
告
を
受
け
て
お
り
、
対

す
る
求
人
数
は
四
百
八
十
四
人
で

あ
り
、
今
後
と
も
、
一展
用
情
勢
を

早
期
に
把
握
し
、対
応
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
研
究

・
指
導
を
重
ね

て
い
き
た
い
。

行
政
指
導
に
つ
い
て
は
、
若
狭

一展
用
開
発
問
題
研
究
部
会
を
中
心

に

「
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ツ
ク
」
の
発

刊
等
諸
事
項
の
充
実
と
き
め
細
か

い
配
慮

を
も

つ
て
関
係
者

に
周

知
、
案
内
を
し
て
指
導
に
あ
た
り

た

い
。

月
二
回
の
日
程
で
、
敦
賀

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
、

出
張
年
金
相
談
所
が
開
か
れ
て
い

る
が
、
高
齢
化
社
会
を
向
か
え
、

今
後
相
談
者
が
増
加
す
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
い
つ
で
も
、
誰
で

も
相
談
出
来
る
出
張
相
談
所
を
設

け
て
対
応
出
来
な
い
か
。

Ａ

鯛

欝

げ
軽

軽

市
民
課
窓
口
で
年
金
請
求
の
手
続

き
が
で
き
る
が
、　
一
か
月
以
上
厚

生
年
金
が
あ
る
と
社
会
保
険
事
務

所
で
請
求
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
若
狭
地
方
が

敦
賀
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
遠
隔

の
た
め
、
月
二
回
敦
賀
か
ら
出
張

し
て
き
て
い
る
。

相
談
所
に
つ
い
て
は
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら
、
場
所
の
確

保
か
ら
後
片
付
け
ま
で
本
市
で
対

応
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

ま
た
、
年
々
受
給
に
つ
い
て
の

窓
口
相
談
や
電
話
に
よ
る
問
い
含

わ
せ
が
多
く
な

っ
て
お
り
、
機
会

あ
る
ご
と
に
現
状
を
説
明
し
、
県
、

敦
賀
社
会
保
険
事
務
所
に
対
し
、

強
く
お
願
い
し
て
い
る
。

高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゆ
」

ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
れ
事
故
に

つ
い
て
、
若
狭
全
体
に
と
っ
て
大

変
な
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
で
あ
る
。

風
評
被
害
は
甚
大
で
あ
り
、
今

後
の
観
光
や
地
域
振
興
に
も
影
響

が
で
る
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

ま
た
、
福
井
県
原
子
力
発
電
所

準
立
地
市
町
村
連
絡
協
議
会
と
電

力
三
業
者
で
設
立
し
た
地
域
活
性

化
基
金
に
つ
い
て
は
八
年
度
も
予

定
ど
お
り
寄
付
金
を
受
け
る
の

か
。

Ａ

苑

路

幾

郭

一

と
に
よ
り
、
若
狭
地
域
の
風
評
被

害
を
始
め
と
し
有
形
、
無
形
の
諸

問
題
は
計
り
し
れ
な
い
も
の
が
あ

り
、
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
は
避
け
ら

れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

動
燃
及
び
福
井
県
に
対
し
、
風

評
被
害
に
つ
い
て
の
適
切
か
つ
迅

速
な
対
応
の
実
施
を
申
し
入
れ
て

い
る
。

地
域
活
性
化
基
金

に
つ
い
て

は
、
安
定
し
た
財
源
確
保
が
必
要

で
あ
り
、
こ
れ
を
活
用
し
た
地
域

振
興
を
図
つ
て
い
く
た
め
に
も
八

年
度
も
寄
付
金
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
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平
成
七
年
度
水
田
営
農
政
策

価
格
対
策
に
関
す
る
意
見
書

本
市
の
農
業
者
は
、
国
民
に
喜
ば
れ

る
良
質
米
の
生
産
に
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
米
を
め
ぐ
っ
て
は
、　
一
昨

年
の
市
場
解
放
の
容
認
、
米
不
足
に
よ

る
緊
急
輸
入
等
に
よ
っ
て
生
産
者
の
営

農
意
欲
を
減
退
さ
せ
、
消
費
者
に
と
つ

て
も
将
来
の
食
料
に
大
き
な
不
安
を
抱

か
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
食
糧
管

理
法
に
変
わ
る

「
主
要
食
糧
の
需
給
及

び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
」
が
施

行
さ
れ
る
事
に
な
つ
た
。

よ

っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
農

業
者
が
意
欲
を
も

っ
て
農
業
に
勤
し
め

る
よ
う
下
記
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望

す
る
。

記

一　
新
た
な
食
料
、
農
業
政
策
の
確
立

を
図
る
こ
と
。

一
一　
平
成
七
年
産
米
政
府
買
入
価
格
の

引
き
上
げ
を
図
る
こ
と
。

〓
一　
新
食
糧
法
施
行
に
よ
る
助
成
水
準

の
確
保
、
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
に
よ

る
国
産
米
価
格
や
需
給
へ
の
影
響
を

抑
え
る
適
切
措
置
法
施
行
で
集
出

荷

・
販
売
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う

な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
七
年
六
月
二
十
三
日

小
　
浜
　
市
　
議
　
会

「第
六
次
海
岸
事
業
五
箇
年
計
画
」

策
定
お
よ
び
推
進
に
関
す
る
意
見
書

海
岸
事
業
は
、
渡
浪
、
浸
食
等
に
よ

る
被
害
か
ら
生
命
、
財
産
を
守
り
、
快

適
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
根
幹
的
な
社
会
資
本

整
備
で
あ
る
。

特
に
、
福
井
県
は
日
本
海
特
有
の
冬

季
風
波
等
に
よ
り
度
々
被
害
を
受
け
て

お
り
、
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
が
不
十

分
な
現
状
に
あ
つ
て
、
早
急
な
整
備
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、

観
光
レ
ク
リ
ェ
ト
シ
ヨ
ン
の
多
様
化
に

対
応
し
、
安
全
で
潤
い
の
あ
る
海
岸
づ

く
り
を
強
力
に
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
。
平
成
七
年
度
は
、
平
成
八
年
度
を

初
年
度
と
す
る

「
第
六
次
海
岸
事
業
五

箇
年
計
画
」
策
定
の
年
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
成
八
年
度
予
算
の
編
成
に
当
た
り
、

下
記
の
事
項
に
つ
い
て
、
特
段
の
配
慮

を
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

記

一　
海
岸
事
業
を
緊
急
か
つ
計
画
的
に

実
施
す
る
た
め
、
平
成
八
年
度
を
初

年
度
と
す
る

「第
六
次
海
岸
事
業
五

箇
年
計
画
」
を
策
定
し
、
海
岸
事
業

費
の
大
幅
な
増
額
。

一
一　
平
成
八
年
度
海
岸
事
業
予
算
に
お

け
る
所
要
事
業
費
の
確
保
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
七
年
六
月
二
十
三
日

小
　
浜
　
市
　
議
　
会

坂
本
弁
護
士
等
失
藤
事
件

の

捜
査

に
関
す
る
意
見
書

横
浜
弁
護
士
会
所
属
の
坂
本
弁
護
士

と
そ
の
一
家
が
、
平
成
元
年
十

一
月
二

日
に
行
方
不
明
に
な
っ
て
以
来
、
全
く

消
息
が
つ
か
め
す
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
警
察
当
局
の
必
死
の
捜
査

に
よ
り
よ
う
や
く
事
件
の
真
相
究
明
が

図
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

本
事
件
が
弁
護
士
活
動
に
関
連
し
た

＆
致
事
件
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
家
族
全

員
を
巻
き
込
ん
だ
卑
劣
極
ま
り
な
い
犯

罪
で
あ
る
と
と
も
に
、
基
本
的
人
権
の

擁
護
と
社
会
正
義
の
実
現
を
職
務
と
し

言
論
の
み
を
手
段
と
す
る
弁
護
士
活
動

を
暴
力
的
行
為
に
よ
つ
て
封
じ
妨
害
す

る
物
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
件
を
未
解
決
の
ま
ま
で

終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
あ

っ
て
は
、
刑
事

司
法
に
対
す
る
信
頼
を
損
な
い
、
わ
が

国
の
民
主
主
義
の
根
幹
を
揺
る
が
す
こ

と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

よ
つ
て
、
政
府
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
失
踪
事
件
に
対
し
、
よ
り

一

層
充
実
し
た
捜
査
体
制
の
も
と
、
強
力

か
つ
迅
速
な
捜
査
を
継
続
し
、　
一
刻
も

早
く
事
件
の
真
相
解
明
に
当
た
ら
れ
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
七
年
六
月
二
十
三
日

小
　
浜
　
市
　
議
　
会

田 高 吹 井

中 鳥 田 上

喜 昭 和 修

夫 吾 子 造

氏 氏 氏 氏

西 古 前 浦

田 谷 野 谷

尚 援  三

博
夫 子  ャ郎

氏 氏 氏 氏


